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使用前に、使用記録簿に使用年月日、使用開始時刻、測定者名（使用登録許可のない者の名前を

記載しないこと）、サンプル名を記入する 

 

【1】 装置の起動 

装置本体右側側面の電源をオンにする 

PC の電源を入れる 

スペクトルマネージャのアイコンをダブルクリックして起動すると、装置本体の光源ランプが点滅する 

 

 

スペクトルマネージャ画面の「スペクトル測定」をダブルクリック 

スペクトル測定画面を開く 

 

スペクトル測定画面の左下にあるホルダが正しく表示されているかどうか確認をする 

 

測定は光源が安定してから行う（安定化の目安は約 15-20 分） 

 

 



【2】 条件設定 

画面中央にある パラメータ設定ボタンをクリックし、各タブで測定条件を入力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他必要に応じた設定：「情報」タブ 

「情報」タブを選択し、試料名、オペレータ、所属、コメント等入力できる 

 

パラメータ設定ではベーシックモードとアドバンスモードでの設定が可能 

この例ではアドバンスモードで条件を設定する 

 



 

その他必要に応じた設定：「データ」タブ 

「転送：スペクトル解析へデータを転送する」にチェックが入っている事を確認する 

（サンプル測定終了時に自動的に「スペクトル解析」へ測定データが自動転送される） 

 
 

「OK」をクリックして「スペクトル測定」画面に戻る 

 

 

【3】 ベースライン測定 

試料を溶かす溶媒のみを入れたセルを２つ用意する 

試料室のホルダに透明の面が横にくるようにセルをセットし、試料室のふたを完全に閉める 

ベースライン測定ボタン をクリックし、ベースラインを測定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ベースラインは、吸光度が 0（または透過率が 100％）となる基準値を意味する 

・特別付属品を試料室につけた場合は、光路が変化するためベースラインを測定する必要がある 

・ベースライン測定を例のように試料を溶かす溶媒で行うか、空気で行うかはサンプルにより異なる 



測定終了後、「ファイルタブ」→「ベースラインを保存」でベースラインの結果を保存する 

※必ず自分のフォルダにデータを保存すること 

 

 

ベースライン測定終了後、念のためベースラインがしっかり取れているかを確認する 

セルを入れ替えずにそのまま試料測定ボタン をクリックし試料測定を行う 

測定結果が±0.005 以内で収まっているかを確認する 

 

 

 

 

 

【4】 試料測定 

試料溶液を入れたセルを試料室の手前側のセルホルダにセットする（透明の面が横にくるようにセルをセッ

ト） 

試料室のふたを完全に閉める 

試料測定ボタン をクリックする 

試料測定が終了すると自動的にスペクトル解析の画面が開く 

 

 

 



【5】 ピーク検出 

「スペクトル解析」画面のピーク検出ボタン    をクリックする 

 

 

検出条件を入力し「適用」をクリックすると、ピーク検出を実行する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ピーク検出」画面で「印刷」をクリックし、印刷を実行する 

 

「OK」でスペクトル解析画面に戻る 

 

 

 

 

 



「ファイル」タブ→名前をつけて保存を選択し、データの保存を行う 

※必ず自分のフォルダにデータを保存すること 

 

 

右上の×をクリックし「スペクトル解析」画面を閉じる 

 

【※エクセル出力を行う場合】 

ファイルタブにあるエクスポートを選択し、「.txt」で保存を行う 

 

 

【6】 装置の終了 

「制御」タブ内の「光源」をクリック、重水素ランプ・ハロゲンランプの時間を確認し使用記録簿に記入する 

 

 

「スペクトル測定」画面を閉じる 

「スペクトルマネージャ」画面を閉じる 

PC をシャットダウンする 

試料室に何も入っていないことを確認し、装置の電源をオフにする 

 

使用記録簿に終了時刻を記入する 


